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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さんこんにちは。太陽光発電協会の増川でございます。本日は、寒い中、沢山の方にお集まりいただき、心より感謝申し上げます。
丁度一週間ほど前ですが、都内で開催されたあるシンポジウムでのことですが、経済産業省の幹部の方のご発言に勇気付けられたのですが、
会場の皆様とシェアしたいとおもました。
のました。
今からお話しする「JPEAビジョン具現化の4つの柱と便益について」ですが、この「JPEAビジョン」とは「PV OUTLOOK 2050」のことで、
今年7月に当協会のHPで公開し、また、PV Japan でも発表しております。展示会でも
「ニッポンのすべての屋根に太陽光発電を！」
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2017年現在の状況と課題、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず最初に、太陽光発電協会を簡単に紹介し致します。当協会の前身である太陽光発電懇話会が設立されたのが1987年で、今年は設立から30周年という節目の年になります。
・協会の理念・事業目的は、太陽光発電の普及促進と産業の発展によって、日本の経済と国民の繁栄に寄与することです。
・主な活動としては、太陽光発電の普及に向けた提言や関係機関への意見具申、また、太陽光発電の健全な発展に不可欠な基準やガイドイランを作ったり、啓発活動を行っています。
・現在の会員数は142で、太陽電池モジュールや周辺機器のメーカーや、販売・施工業者、発電事業者等の太陽光発電産業全体をカバーする企　
　業や団体で構成されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2015年まではドイツが累積1位であったが・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本における太陽光発電の導入量を少し詳しく見てみますと、
・2012年7月に固定価格買い取り制度（FIT)が始まってから、急速に導入量が増えており、2015年には年間で10GW程度導入されています。
・特に、10kW以上の非住宅分野で大きく伸びています。
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PV Market Size and Employment in Japan
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
太陽光発電の導入量が大きく増えたことにより、日本のGDPや雇用にも大きく寄与するようになっています。
　・2015年では、市場規模が3兆円を超えており、家電製品に匹敵する規模に成長しています。
　・また、雇用への貢献としては、間接雇用を含めれば、40万に近い雇用を生んでいると推定されます。


SIPEA
PV OUTLOOK 2050
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JEPAが想定する稼働容量は前回ビジョンでは2030年までであったが、今回のビジョンの改定では、2050年までとした。
その理由は、2050年80％削減のための選択肢は再エネ拡大しかありえず、そこから導入目標を決める必要があるからである。

結論からいえば、2050年には累積稼働容量推移200GWの稼働を目標とする。
本グラフはその容量を規模別に示したものである。
もちろん先にあげた課題を解決してこそ、それが実現されることは言うまでもない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
住宅用では2009年11月より余剰買い取り制度が開始された。
2019年11月から10年間の買取期間が終了した案件が発生する。
2019年度で約５６万件、3GWと見積もられている
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Grid Constraint : Insufficient Grid Capacity
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PV Capacity in Japan to 2050
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JEPAが想定する稼働容量は前回ビジョンでは2030年までであったが、今回のビジョンの改定では、2050年までとした。
その理由は、2050年80％削減のための選択肢は再エネ拡大しかありえず、そこから導入目標を決める必要があるからである。

結論からいえば、2050年には累積稼働容量推移200GWの稼働を目標とする。
本グラフはその容量を規模別に示したものである。
もちろん先にあげた課題を解決してこそ、それが実現されることは言うまでもない。
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Solar PV’s Final Destination Beyond 200GW

mPV OUTLOOK Tl. 2050FHDFEEN200GW & Lizh,
10085 ICEIT T, MR RICEOD TR ZEDTERVMEEIRILF—
NDARFDNSIRE UFFE Rl BEIR S (CED T CTO—ERRUICT SR

{EEREUEN S DRI E KIZEHRBOEAE (BETH@E) A A—>

450 100%

. . — |
—2050F3ZDEAZGW (L EH)
400 90%
— 2050 F LIEDEAZGW (L EA) X .
350 . . g“ 7 80%
L BRE A~ DIRTFE Y% (8 B & .
0
300 - @‘ﬁ‘
@ 60%
250
% 50%
200 200GW|~’
40%
L
150 W~ mﬁg%& 30%
100 ’%&A( 20%
2050FLUPF
50 10%
0 0%
n o0 w <~ N O M © OON IN OO A <~ N O M ©W OON IND OO A < N O MmO O
— 4 N N N MO MO MO MO F & 5 0D ;N W OW O O N ININOOWOOWOO O O O
O O O O O O O O O O 0O O 0O OO0 oo o oo o oo o o o o o o
AN AN AN AN AN AN AN AN AN N AN AN NN AN NN AN AN NN NN YN NN NN

Japan Photovoltaic Energy Association PViapan 2018



KBEXEREDRT>SvIL Potential of Solar PV
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つの意義・目的のためには、太陽光発電に限らず、風力や水力、地熱、バイオマス等の枯渇の心配のない再エネを総動員する必要がある。
そのなかで、日本においては、再エネの先導役となり成長をリードしていかなければならない責務があると考える。
その理由を５つに纏めた。
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The Reason of Continued Growth of Solar PV beyond 200GW “3E+25”
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Benefits of Solar PV
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５つの理由のなかで重要なのは、太陽光発電の国内への大量導入がもたらす便益である。
FIT制度における国民負担増大への懸念が高まっていることから、と国民負担の抑制が必要であることは言うまでもないが、
その一方で太陽光発電の大量導入によって得られる便益を明確化することもエネルギー政策に対する国民合意形成のために必要である。
便益で最も重要なのは先に述べた「脱炭素社会の実現」、「エネルギー自給率の大幅な向上」、「持続可能な社会の実現」であるが、それらの数値をできる限り数値化して纏めたのが本表である。

2030年、100GWの時点では、FITの買取費用約2兆円に対して、脱炭素化0.3兆円、化石燃料削減1.1兆円であるが、
2050年では自立的な普及が進んでいれば、数百億円の買取費用に対して、脱炭素化0.9兆円、化石燃料削減2.3兆円に上る。

さらに加えて、エネルギーセキュリティの向上、新しい産業・雇用の創出、地方創生への貢献、国土強靭化への貢献、ピーク電力需要における供給力等があげられる。
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Benefits of Solar PV for Japan
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4 Pillars to Realize 200GW in 2050
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
技術・社会的観点から　PV4.0、セクターカップリング、次世代送配電網
経済的観点からの政策誘導としてカーボンプライシングがあげられる。
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Sector Coupling
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